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―イオン琉球株式会社と基本協定を締結一

４
月
２０

日
、
読
谷
村
こ
イ
オ
ン
琉
球
株
式

会
社

（代
表
取
締
役
社
長
　
佐
方
圭

二
）
は

読
谷
中
学
校
跡
地
活
用
事
業
に
係
る
基
本
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
平
成
２２
年
に
穆
転
し
た
校
舎

跡
地
に
、
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
も
の
で
、

一
般
公
募
に
よ
り
複
数
の
事
業
者
か
ら
提
案

を
募
り
同
事
業
者
へ
と
決
定
し
ま
し
た
。

調
印
に
あ
た
り
、
石
嶺
村
長
は

「
読
谷
中

学
校
は
昭
和
２３
年
か
ら
６０
年
余
、
地
域
の
教

育
の
拠
点
と
し
て
多
＜
の
生
徒
を
輩
出
し
、

地
域
の
方
々
に
は
非
常
に
親
し
み
の
あ
る
場
所
。

今
後
の
開
発
に
伴
う
更
な
る
地
域
活
性
化
や

経
済
振
興
に
大
き
＜
寄
与
す
る
こ
と
こ
期
待

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

・
崇

・穏

続
い
て
佐
方
社
長
よ
り

「
地
助
の
賑
わ
い
の

創
出
、
村
の
経
済
振
興
の

一
助
に
な
れ
た
ら
こ

思
う
。
ま
た
、
イ
オ
ン
琉
球
で
は
健
康
を
テ
ー

マ
睦
取
り
組
ん
で
い
る
。
取
扱
商
品
を
は
じ
め

村
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
よ
う
な
機
器
を
設
置
す
る
な
ど
、
村
民
の
健

康
志
向
の
高
ま
り
に
も
応
え
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
の
秋
に
工
事
者
工
、
来
年
春
に
開
業
を

予
定
し
て
あ
り
、
今
後
の
当
該
跡
地
開
発
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
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平和の森球場で日本女子ソフト1部リーグが開催
4月 28日 、29日 、平和の森球場で日本女子ソフトボール1部 リーグが開催されました。県内での開催 lよ 23年

6りで、読谷村では初めての開催となりました。

会場にlよ、両日合わせて2000人以上の観害が訪れ、北京五輪で金メダルを争った、上野由岐子投手 (ビック

カメラ高崎)やモニカ・アボット投手 (ト ヨタ自動車)の日米両エーヌの投球には、観害から大きな歓声が上が

りました。

試合結果

4月 28日 (土 )

トヨタ自動車 4-0ン オノギ製薬
ビックカメラ高崎 3-l Honda

4月 29日 (日 )

Honda l-4ン オノギ製薬
ビックカメラ高崎 5-4ト ヨタ自動車
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森岡齋四郎様より5,000万円のご寄付がありました
4月 11日、森岡齋四郎様 (浦添市 )イ固人より、5,000万円の寄付金がありました。

森岡様は「不ムは奄美の喜界島の出身ですが、昭和 25年十こ沖縄本島|こ渡り、様々な仕事を経験した後、昭不□35年

から今日まで約 60年近<読谷村内で仕事をさせていただきました。その意味では読谷村に育てられてきたとい

う特別な思いがあり、感謝の気持ちで一杯であり

ます。読谷村の益らづ<りを高<評価してあり、

今後更に発展することを願つてあり、少しでもあ

役 |こ立てればこの思いで寄付をさせていただきま

す」と思いを語りました。

石嶺村長 |よ「森岡様には、これまでも様々な場

面でご寄付を頂いてきたところでありますが、今

回のあ志をしっかりと受け止め、有効に使わせて

いただきたいと思います。大変ありがこうござい

ました。これからもより良いぬらづ<り に励んで

まいります。」こあネしを述べました。

ru″臨 ぬ
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平成28年より増改築工事が行われてきました、読谷村立歴宝民俗資料館及び村立美術館が、 6月 23日「世界遺

産座喜味効跡ユンタンザ整ユージアム」と名称を変えリニユーアルオープンします。

本施設は昭不日50年、県内初の村立資料館として座喜味城跡の麓|こ開館し、以後長年十こわたり読谷村の歴史や文化、

芸術を皆様にあ伝えしてきました。開館から40年以上が経過し、施設の老朽化が進んでいることや、座喜味城跡の

世界遺産登録|こ伴い、世界遺産のビジターセンターとしての機能が求められるようになったことから、この度、全

面的な増改築を行いました。

今回のリニユーアルにより、読谷村のことを楽し<、 わかりやす<学習できる展示が増え、幅広い世代の方が楽
しめる見応え十分の博物館 |こなっています。生まれ変わった世界遺産座喜味効跡ユンタソザ重ユープアムをどうぞ

よろし<あ願いします。

利用案内

開館時館 :9時～18時 (最終入館 17時 30分 )
休 館 日 :毎週水躍日。12月 28日～1月 4日

展示替え及び燻慕などの臨時休刊日。公休日|こ水躍日が

重なったときは翌営業日が休館。

2018.6.1 広報よみたん

館長あいさつ
世界逮産座喜味

'力

X跡

ユンアンザミュージアム館長

伊波 寛

読谷村歴史民俗資料館・美術館 l」〔2年
前より増改築工事のため休館してありま

したが、来る平成 30年 6月 23日、世界遺

産座喜味効跡ユンタツザミユープアムと

してリニユーアルオープツする運びとな

りました。当館 l」〔、博物館としての従来

の役割のみ |こ留まらず、地助活性化と観

光振興の役割に加え、地域文化や生涯学

習・社会教育の中核的処点として、皆様

に大いに活用して頂けるような施設づ<
り|こ取り組んでまいり茨す。増築した新

館の 1階には、先堂時代から現代に至る
までの読谷村の歩みや見どころ|こついて

紹介する常設展示室を新設し、これまで

以上に充実した展示内容となっています。

皆様あ誘いあわせの上、是非とも足をあ

運び下さい。

●

観 覧 料

村 内 村 外

個 人 団体(20名以上) 個 人 団体(20名以上)

小学生未満 無 料 無 料 無 料 無 料

小中学生 無 料 無 料 300円 240円

高校生以上 200円 160円 500円 400円

65歳以上 160円 160円 400円 400円

※身障者手帳・療育手帳・精神障害者福祉手帳をご提示頂いたお客様及び介助者 1名
は無料となります。

6月 24日 以降に観覧料を支払った

村民のお客様には、

年間パスポートをさしあげるトン !
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① 新館のメインエリア。先宝時代の歴史や座喜

味効の歴里、伝統工芸や伝統芸能 |こ関する展

示が楽しめます。入□正面 |こ 」〔読谷村の魅カ

ある写真の数々が多数展示されています。

② 読谷村で発見された遺跡群や、出土品を展示

しています。 2千年以上前の読谷村の人々の
暮らしを読み取る事ができます。

③ 人間国宝、金効次郎氏の陶云作品を展示して

います。壺屋時代から]免年まで、年代毎 |こ作

品の変化を楽しめます。

④ 読谷村の地質や土壌、生息している植物や動

中勿を展示しています。

⑤ 戦前～軸後の生活の様子や、人の一生、年中

行事、信仰など、読谷村の人々の暮らし|こつ

いて展示。墓の再
'見

では、墓内に入り見学で

きます。

⑥ 文化や芸術など、様々な企画展を行う展示室。

多種多様な展示が可能。

學 鬱 ● ●

●

父
渡19篤下

座喜味城のつ くり

座喜味効跡の模型が展示されてあ

り、野面積、布積、相方積の積み

方の技法がパズルを用いて学習で

きます。

3F

農示奎 2

Exれ lb〕悦ctt aoOm 2 ④ ど4ヨ蜜

2F

弥生人 との出会 い

木綿原遺跡で発見された箱式石棺

墓や、人骨のレプリカや復顔模型

等が展示されています。

憲 多

2F

―

@

震示奎 3

体湮路撃

Exhib‖on Rco備 3

萎
準嬌塞

Preparattion Room

テレー,ァウ
企回屡懸蜜

SP●争:oi
exhlb節 oれ Roo綺

構座空
teCttFe'00m

な 4

屋承建 1

働thibttbn Rco嬌 ¬

lF
▲
IN



古2018.6.1 広報よみたん

４
月

脩
日
、
読
谷
村
公
民
館
連
絡

協
議
会
の
新
役
員
が
就
任
挨
拶
の
た

め
石
嶺
村
長
の
も
と
を
表
敬
訪
間
し

ま
し
た
。

新
会
長
の
多
和
田
協
曇
盟
医
石長
は

「先

輩
方
を
参
考
に
し
、
地
域
の
た
め
に
様
々

な
行
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
左
記
の
こ
あ
り
で
す
。

△琢
　
長
【多
和
田
　
友

（大
添
自
治
会
長
）

副
会
長
一松
田
　
盛
信

（大
澄
自
治
会
長
）

書
記

。
会
計
一知
花
　
辰
樹

（儀
間
自
治
会
長
）

当
３

１

４
月

２３
日
、
読
谷
村
更
生
保
護
女

性
会
の
創
立

２０
周
年
記
念
式
典
が
文

化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
記
念
誌
発
行
ま
で
の

経
過
報
告
や
、
こ
れ
ま
で
本
村
の
更

生
保
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

３
名
の
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

比
嘉
初
美
会
長
は

「
創
立

２０
周
年

記
念
誌
を
発
刊
で
き
る
こ
と
は
、
こ

の
上
な
い
喜
び
で
す
。
創
立

２０
周
年

を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
非

行
に
陥
っ
た
少
年
た
ち
を
み
ん
な
で

支
え
合
い
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
更

生
保
護
活
動
匠
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

」
対

競
が
築

ぐ

狙
る

い
社

キM

連
絡
協
議
会
新
役
員

一

ｒ
ｏ
ｒ
ｏ
の
お
２
人
よ
り
寄
付

一
ち
ゅ
―
ば
―
リ
ー
グ
実
行
委
員
会
よ
り

一
村
内
ソ
フ
ト
部
に
激
励
金
の
贈
呈

イ
妻

■
主
董
肇
一〓
妻

芋
■
圭

一≡
一肇
圭
壬
善
圭
妻
幸

華
≦
妻
三
〓
茎
妻
聾

村
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
技
術
向

上
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
行
わ
れ

て
き
た

「ち
ゅ
―
ば
―
リ
ー
グ
」
が
昨
年

の
第
２。
回
大
会
を
も
っ
て
終
百
し
た
こ

と
を
受
け
、
４
月
１９
日
、
実
行
委
員
会

よ
り
運
営
余
剰
金
を
村
内
中
学
、
高
校
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
に
激
励
金
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

興
那
覇
清
徳
会
長
は

「
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
の
プ
レ
ー
を
見
て
、
子
ど
も
達
も
大

変
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
日
本
代
表
に
本
村
出
身
の
子
が

選
ば
れ
る
な
ど
、
当
初
の
目
的
を
達
成

で
き
た
の
で
は
な
い
０
こ
感
じ
て
い
ま
す
。

学
生
達
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

鮎

一
糸
数
昌
太
郎
さ
ん

一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
学
選
抜
に

肇

薯

書

圭
董

喜

尋

肇

芋
一一皇
華
■
妻
■
輩
挙
一
姜
妻
垂
華
著

４
月

１８
日
、
本
村
出
身
の
音
楽
グ

ル
ー
プ
Ｋ
ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ
の
あ
２
人
よ
り
、

読
谷
村
文
化
振
興
基
金
に

５０
万
円
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｋ
ｌ
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ
は
今
年
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
‐
２０
周
年
を
迎
え
、
読
谷
村
匠

も
デ
ビ
ュ
‐

２。
周
年
の
感
謝
を
伝
え

た
い
こ
の
思
い
で
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

石
嶺
村
長
は

「あ
志
に
感
謝
し
ま
す
。

今
年
は
全
国
ツ
ア
ー
も
行
う
と
い
う

こ
と
で
、
無
事
成
功
す
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ま
た
読
谷
村
で

も
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
＜
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

干
■
ユ
・一一す
妻
妻

幸
■
華
∵
■
二
争
幸
■
警
手
黄
華
叢
護
妻
秦
華
秦
萎
妻
単
一華
妻
幸

「
本
村
喜
名
出
身
の
糸
数
昌
太
郎
さ

ん

（環
太
平
洋
大
学
）
が
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
大
学
男
子
選
抜
に
選
出
さ
れ
、

イ
ン
ド
ネ
ン
ア
で
開
催
さ
れ
る
第

側

回
ア
プ
ア
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
４
月

２。
日
、

石
嶺
村
長
の
も
と
を
表
敬
訪
間
し
ま

し
た
。
糸
数
さ
ん
は

「
大
学
の
日
本
代
表

に
選
ば
れ
て
嬉
し
＜
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
支
え
て
も
ら
つ
た
人
達
の
思

い
も
込
め
て
、
優
勝
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

１

　

１

〓

　

ｌ

　

ａ
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ハ
ワ
イ
沖
縄
連
△
只
石
ヘ

寄
付
金
の
贈
呈

一
一
一
！
一
Ｌ

一す
卜
一一一　
■
■
一　
　
一キ
≒
一一苧
■
一■
千
キ

■
■
一主
Ｌ
一一一■
ニ
キ
一手

４
月

２５
日
、
ハ
ワ
イ
県
人
会
の
新

た
な
拠
点
と
し
て
建
設
中
の

「
ハ
ワ

イ
沖
縄
プ
ラ
ザ
」
の
建
設
寄
付
金
こ

し
て
、
村
よ
リ
ハ
ワ
イ
カ
縄
連
合
会

へ
‐００
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

石
嶺
村
長
は

「
太
平
洋
戦
争
後
、

ハ
ワ
イ
の
県
系
人
は
、
食
糧
不
足
で

苦
し
ぬ
県
民
を
助
け
る
た
め

５５０
頭
も

の
豚
を
滑
縄
へ
送
り
、
軸
後
復
興
に

大
き
＜
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の
恩
返

し
の
気
持
ち
と
、
ハ
ワ
イ
瀬
縄
プ
ラ

ザ
の
建
設
で
、
村
こ
ハ
ワ
イ
こ
の
交

流
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
ほ
し
い
と

願
い
を
込
め
て
寄
付
し
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

穐

一
読
谷
村
子
ど
も
の
読
書
活
動

一
推
進
計
画
（第
二
次
）を
策
定

平
成

３。
年
３
月

「
地
効
で
育
ぬ
読

書
の
輪
　
―
感
動
体
験
を
目
指
す
、
子

ど
も
と
本
と
の
出
会
い
―
」

と
題
し

て

「読
谷
村
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

計
画

（第
二
狽
産

が
柔
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
計
画
は

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
＜
計
画

で
あ
り
、
平
成

僧
年

「
読
谷
村
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
計
画

（第

一
友
と
、

平
成

２５
年
匠

「
読
谷
村
第
二
次
子
ど

も
の
読
書
推
進
計
画
」
を
策
定
さ
れ
、

今
回
過
去

１０
年
の
成
果
こ
課
題
を
踏

ま
え
て
、
第
二
演
推
進
計
画
が
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
村
民

の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
こ
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
計
画
は
村
立
図
書
館
で
貸
出
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
＜
だ
さ

村
立
図
書
館

へ
保
育
専
門
誌
の
贈
呈

４
月

２６

日
、
本
村
出
身

の
大
湾
由

美
子
さ
ん
よ
り
保
育
専
門
誌

「
子
ど
も

の
心
に
寄
り
添
う
保
育
原
理
」
。
「
子
ど

も
の
心
に
寄
り
添
う
保
育

・
教
育
課
程

論
」
（福
岡
出
版
）
が
村
教
育
委
員
会

と
村
立
図
書
館
Ｅ
贈
呈
さ
れ
茨
し
た
。

こ
の
本
は
、
長
年
幼
児
教
育
に
関
っ

て
き
た
大
造
さ
ん
も
著
作
者
の
１
人
で
、

読
谷
村
教
育
委
ф異

秦
剰
取
り
組
ぬ

「保

・

幼

・
小
　
接
続
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

が
事
例
と
し
て
掘
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

つ
ら
、
編
集
者
で
も
あ
り
、
本
村
の
幼

児
教
育
に
深
＜
関
わ
り
の
あ
る
富
婉
教

育
大
学
の
佐
藤
哲
也
教
授
つ
ら
贈
呈
さ

れ
た
も
の
で
す
。

大
澄
さ
ん
は

「新
し
い
教
育
要
領
や
、

保
育
所
保
育
指
針
を
踏
ま
え
た
内
容
で

あ
り
、
多
く
の
幼
児
教
育
に
関
る
人
に

活
用
し
て
頂
き
た
い
」
と
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

今
回
贈
呈
し
て
い
た
だ
い
た
本
は
、

村
立
図
書
館
で
貸
出
し
を
行
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
＜
だ
さ
い
。

イ
オ
ン
琉
球
が
村
教
職
員
に
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド
の
贈
呈
一

ご
当
地
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
で
勤
怠
管
理
を
開
始
　
　
　
　
　
　
一

４
月

２７
日
、
イ
オ
ン
琉
球
株
式
会

社
よ
り
村
内
小
中
学
校
全
教
職
員
分

の
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
イ
オ
ン
琉
球
株
式
会
社

の
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
で
、
Ｗ
Ａ

Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド
を
適
用
し
て
教
職
員
の

勤
怠
管
理
を
行
う
こ
と
で
低
コ
ヌ
ト

０
つ
簡
単
匠
労
務
状
況
が
把
握
で
き
、

働
き
方
の
管
理

・
見
直
し
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

同
社
の
末
吉
康
敏
会
長
は

「
先
生

の
長
時
間
労
働
が
間
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
働
き
方
改
革
匠
貢
献
し
た
い

と
思
い
贈
呈
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

〓
密
基
琴
黛
泰

　

　

　

一

一ギ
び
５
卜
τ
歩
共
５
ド
査
を轟
一

千

キ

・一千
一一華
柔
二
幸
筆
幸

キ

一華
一一主
差

華

一工菱
妄
正
一肇
肇
嚢
著

基
羮
輩

ア
ウ
ト
ド
ア
を
通
し
た
人
材
育
成

の
リ
ー
ダ
ー
を
表
彰
す
る

「
ジ
ャ
パ

ソ
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ア
ワ
ー

ド
２
０
１
８
」
の
大
賞
に
、
よ
み
た

ん
自
然
学
校
の
小
倉
宏
樹
代
表
が
受

賞
し
ま
し
た
。

よ
み
た
ん
自
然
単
校
は
、
体
験
王

国

「
ぬ
ら
咲
ぬ
ら
」
内
で
、
キ
ャ
ン

プ
港
動
や
３
年
保
育
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
等
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
倉
代
表
は

「
設
立
か
ら

朽
年
目

と
な
り
、
継
続
し
て
活
動
を
行
っ
て

き
た
こ
と
や
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
を

日
常
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
独
自
性

が
評
価
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。
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平成 29年度

比謝川行政事務組合情報公開制度の運用状況について
l I盾報公開条例の運用について

2 個人IⅢ目圭報保護条例の運用について

今年度の村・県民税納税通知書を発送しました。納期は4回 |こ分かれてあり、第 1期分から

第 4期分の納付書が同封されています。同封されている納付書の納期限を確認し、役場、金融

機関又はコンビニエンスヌトアで納付して<ださいますようあ願いします。一括で納付する場
合は、第 1期分から第 4期分の納付書をまとめて、一度|こあ支払いいただ<ことも可能です。

第 1期分の納期限は、 7月 2日 (月 )です。□座振替をご利用の皆さまは、振替日が 7月 2

日 (月 )となってありますので、前日までに□座残高のど確認をよろし<あ願いします。

また、平成 30年度 (29年分)村 。県民税及び国民健康保険税の申告受付は、 3月 15日に

終了していましたが、 6月 11日 (月 )よ り受付を再開いたします。
※持参していただ<書類 :収入がわかるもの、控除証明書 (所得控除|こ使える書類)、 印鑑

マイナンバーカードもし<は、通知カードと運転免許証など

あ問い合わせ :読谷村役場 1階 税務課 a982-9206
申告 。課税|こついて :住民税係  納付|こついて :納税係

請求件数 公   開 一部
′ム
｀
開 非 公 開 請求拒否 取 下 げ 不B展申立て

5件 O件 5件 O件 O件 O件 O件

開示請求件数 関 不 一 部 公 開 不服申立て

7件 2件 5件 O件

請求年月日 請求に係る個人情報 決定等の内容 所管課等

平成 29年
5月 22日

救急搬送記録票 一部関示 警 ]′も課

平成 29年
9月 29日

救急搬送記録票 開示 警[方課

平成 29年
11月 24日

救急搬送言E録票 一音B開示 警防課

平成 29年
11月 30日

火災調査報告書 一部開示 予 ]′芭課

平成 30年
2月 5日

救急汚動記録票 関示 警防課

平成 30年

2月 20日
救急活動記録票 一著B関示 警[′芭課

平成 30年

3月 20日
火災調査報告書 一部関示 手 I′葛課

村 E県民税納税通知書発送及び申告再開のお知らせ
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新しbl卜巧ック 。作業機器を購入し書した
福祉課では平成29年度沖縄防衛局調整交付金を活用して、 2tダンプトラックと作業用
機械 (メ」払機等15台)を購入しました。

今回購入しましたこれらの物品は、読谷村

ンルバー人材センター|こて、各家庭、企業な

どから依頼いただいた除草作業等 |こあいて活

用し、高年齢者の就業機会確保の一端を担っ

ています。

作業依頼、または就業希望などがありまし

たら、読谷村ンルバー人材センターヘご連絡

<ださい。

お問い合わせ :読谷村シルバー人材センター 奮957-3390 60館球上
の働とたい

'手

なとき′

会員幕集中′

こう しょう

ハブ噴症注意報発令中 !
沖縄県には猛毒を持つハブが生息し、年間100人前後のハブ咬症患者が発生しています。

気温が温か<なるとハブの行動が活発になり、加えて農作業や行楽等で田畑や山野への
出入りが多<なるこの時期|こ、ハブ咬症被害も多<発生しています。
ハブ|こよる咬症被害」〔、私達の注意|こよって未然|こ防止する事ができます。

①田畑や、山野、草地等への出入りや、夜間に歩行する際には、十分に

注意するよう心がけましよう。

②草メ」やネズミの駆除等敷地内の環境整備を行い、ハブが生息・侵入

し|こ <い環境を整えましよう。

もしハブに咬まれた場合は、激しい動きをしないで、身近な人に日芝llサを求め、早急|こ医

療機関を受診しましよう。

お間い合わせ :読谷村役場 1階 生活環境課 a982-9214

本村では、環境月間 (6月 1日～6月 30日 )の実践行動の一つとしまして
村民、ボランティア団体、PTA、 企業、そして行政が一体と声ょって、海浜
等の散舌しごみを回収する地域環境美化活動を開催しています。今年度は6月 10日
(日 )に、読谷村の海岸全域の一斉清掃をラ定しております。
多くの村民のんのご参加、お待ちしております !

覇∈̈錬錢 鵜鶴鸞轄瞼鵜緯箸窺郡粋鯵輩暇鋒鐵嘘禦娃姶吟鷺

●
おFロロい合わせ :読谷村役場 1階 生活環境課 a982-9214
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読谷村議会議 員選挙

平成 30年 9月 9日 (日 )
立候補届出日 日   時 :9月 4日 (火 )

受 付 場 所 :役場 1階 健康推進課隣 り会議室

予定候補者説明会  日   時 :7月 20日 (金 )
場   所 :役場 3階 大会議室

読谷村議会議員選挙日程等説明会 日    時 : 6月 22日 建釜)
場   所 :役場 3階 大会議室

お間い合わせ :読谷村選挙管理委員会 a982-9227

読谷農業振興地域整備計画総合見直しのお知らせ
●農業振興地域整備計画 |こついて

「読谷農業振興地域整備計画」は、「農業振興地動の整備に関する法律」 |こ基づいて、本村の農業の

健全な発展、優良な農地の保全や管理を含めた農地の効率的な利用を図り、集団的農地などの優良農地

について農用地区域として定め、今後の農業振興地域の基盤となるべき農用地等を確保するための計画

です。

前回の総合見直し (平成25年度)から5年目を向かえてあり、村を取り巻<情勢の変化等 |こよる農業
振興の方向性等を調査するため、平成30年度から総合見直しを行います。

●農用地区域からの除外申し出の受付体止|こついて

農業振興地域のうち「農用地区域」に指定されている農地は、原貝」的に他の用途 (住宅、墓地、店舗、

駐車場等)として利用することができません。ただし、やぬを得ない理由が生じ、一定の要件をすべて

満たす場合に限り、農用地区域から除外することができます。

通常、農用地区域からの除外等の申し出の受付期間は年 2回 (3月末と9月末)行つてありますが、

平成30年度は総合見直しに伴う事務手続きにより、9月末の1回のみの受付こなります。

申し出のある方」〔、あ早め|こご相談、ご準備をあ願いいたします。

◎平成30年度の農用地区域からの除外申し出受付期間

平成30年 9月28日 (金)まで (1回 /年のみ)

あ間い合わせ :読谷村役場 2,皆 農業推進課 a982-9215

０
櫛遷
こ
Ｔ

平成30年工業統計調査を実施します
○平成30年工業統計調査は、従業者4人以上の全ての製造事業所を対象に、
平成30年 6月 1日時点で実施します。
O工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的と
する政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹続計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための

基礎資料として利活用されます。

○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外 (税の資料など)

に使用することは絶対にありません。

O調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたします。

お間い合わせ :読谷村役場 2階 企画政策課 情報政策係 奮982-9203

工業l続計キャラクタ‐・ コウちやん

経済産業省・都道府県・市区町村
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読谷村文化協会主催『第27回すりてい語やびら しま<こうば大会』開催 !

出場者募集のあ知らせ。

大切なるヽるさこの言葉を守り、つなげていくために私達ができること。

あ1人での参加、友人同主、親子やあ孫さんとの参加も大歓迎 !

又、当日観覧は驚料とってあります。笑いあ′5ヽれる会場へぜひ足をあ運び<ださい

日 時 :7月 14日 (土 )開演 :14時

場 所 :読谷村文化センター 中ホール
主 催 :読谷村文化協会 共催 :読谷村教育委員会
出場枠 :【第1部】わらんちや～語やびら ※高校生以下

【第2部】油んにん語やびら   ※18歳以上
縮 切 :6月 25日 (月 )
※応募用紙|こあ要事I員を記入の上、文化センター窓□にある受付箱|こ入れて下さい。

※応募用紙は文化センター又は、各学校、公民館に置いています。

あ間い合わせ :読谷村文化協会事務局 (読谷村文化センター内)a982-9292

TAで抱えて悩たでい書せんか ?
読谷村精神療養苦家藤会略 ご許コー′と」連続講座のご窯向
読谷村精神療養者家族会「などみコール」は、統合失調症などの精神疾患を持つ方を家族|こ持つ人々の会です。
このたび、精神疾患のフゴを家族に持つ方々を対象に全5回の連続講座を開催します。

不安で仕ガん
ヾ
ない、病気のことをもっと矢8りたい、当事者とどう関ればいいか困っている、他の人達はどの

ように暮らしているのか知りたいなど、様々な思いを抱えている家族の方々のご参力0をあ待ちしています。

開催場所 :読谷村総合福祉センター活動室

募集人数 :10筈

募集対象 :統合失調症などの精神患者の方を家族|こ持つ方で5回通して参加可能な方

内  容 :テキヌトを使用し、話し合いなどを通して統合失調症について学習する
担 当 者 :などみコール会員 他
申 込 先 :読谷村精神療養者家族会「などみコール」 a958-7786

日  程 時  間 内 容

第 1回 7月 19日 (木 ) 13時～ 16時 統合失調症を知 りま しょう 初めの一歩

第 2回 3月 16日 (本 ) 13時～ 16時 急性期 をどの よ うに乗 り越 え られるか

第 3回 9月 20日 (木 ) 13時～ 16時 病気のプロセスについて知りましょう

第 4画 10月 18日 (木 ) 13時～ 16時 病気とおり合いをつけながらその人らしく

第 5回 11月 15日 (本 ) 13時～ 16時 ご家族 自身が元 気 を保つため に

児童手当を受給されている皆さまヘ 平成
30年度児童手当の

現況届提出を忘れずに
児童手当を受給している方は、毎年 6月に現況届の提出が必要です。

この届けは前年の所得あよび 6月 1日現在の状況を確認し、 6月以[祭 SIき続き手当を受lすられるかどうか審

査するためのものです。手続きをあ忘れになった場合、児童手当が支給停止となりますのでご注意<ださい。
なあ、現況届案内の通妖8等は、 6月上匈に対象となる各ご家庭へ郵送しまず。

※5月以降新た|こ児童手当の手続きをして6月分から支給開始となる方や、 5月 31日 までに村外転出などによ

り資格喪失となつた方は提出の必要はありません。

機  提出期間
6月 刊日 (金)～ 6月 30日 (上 )
※ 6月 30日 消印有効

働  提出方法
郵送でご提出くださしヽ (同封の返信用封筒に切手を貼ってご利用ください)

※窓口での受付は行いません。

お間い合わせ :読谷村役場 1階  こども未来課 a982-9240

「第 27回すいIてぃ話やぴらしきくこぅlび大会J出場苦太暮集 r



と
こんにちは!『読谷村健康づくリサポーター』です!

2018.6.1 広報よみたん

読谷肺を「健康の湖」にI

読谷村では、地減に密着した健康づくりの推進及び充実を理ることを目的とし、各地域からボラン

ティアとして活動していただける方を募り、健康づくリサポーターとして委0戸麗しています。
4月 12日に委0属状交付式が行われ、◆年度の活動が本格的にスタートしています。健康づくリサ
ポーターのと白

し
さまの健康づくり事業へのご協力に感謝します。どうぞよろしくお願いします !

【主な活動内容】
①読谷村国民健康保険の特定健診対象者 (40～74歳)への健診案内 (未受診者訪間活動)
②地1)の住民健診・健康づくリイベントでの補助等
③定例会

★村民の皆さまへ★
活動中のl建康づくリサポーターのフjを見かけましたら、あたたかい応援・活動へのご協力をよろしく
お願いします !
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伊良皆
.犀 正吉

T平 裕子

☆健康づくリサポーター募集中 ☆
健診未受診世帯を訪間してくれる健康づくリサポーターを募集しています !

活動の詳細や報償費などについては、健康推進課までお問い合わせください。

お問い合わせ :読谷村役場  1階 健康推進課 奮 982-9211
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オレンジの
Tシャツで
活動中♪
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6月 4日～10日は『歯と回の健康週間』です。
なんといっても、自分の歯が一番 !

丈夫な歯で、おいしいものを食べ、長生きしましょう !

★虫歯の有病率 【1歳6か月児健診・3歳児健診・′卜中学校歯科健診】 ※()は一人平均虫歯数

1歳

6か月児

H28読谷村  3。 1%

H28県 2.4% 28.5%

資*半乳幼児健診級割静平成28年度耳L幼鞠 査

3歳児

30.0%

めざせ1健康ゆ

Vo,167

んたん

八

0

エ

資料霜諮湘はとめ・学校保健統計調査

①帽尿病の冶療は、薬学勿療法・

運動療法・食事療法・禁煙・

歯周痛冶療の5本柱です。
定期的に歯科受診をしましょう。

・■

歯を失う原因で最も多いのは『虫歯』と『歯周病』。

実は…読谷本』よ国や県と比べて虫歯のある子どもが多いのです !!

小学男子

平均

小学女子

平均

12歳

中1男子

呵2歳

中1女子

H29 船 村

〈
8.1% 64.5% 57.89も

甘|.1,|,,

59。7%
t‖ .|:i!,

|卜 |″ ∵イFII

H28 県 6ア.6%γ 65.2%
60.8%

(1.9本 )

60。 20/。

(2.0本 )

H26国 1.8% 17。7% H28国 50.5% 47.2%
34.8%

(0.8本 )

36.3%

(1.0本 )

注意 !!特に虫歯や歯周病になりやすい方がいます。

子ども 妊婦さん 糖尿病のある方

原

因

と

所

響

大人に比べ、エナメル質が

薄く、虫歯になりやすい。

一
。よく8歯めないために

お1夏を下す。
・偏食の癖がつく。

・あごの発達に悪い所響を

与える。
・永久歯がされいに

はえない。

・ホルモン公泌の変化 (妊娠を維

持するホルモンが炎症を起こ

しやすくする)
・食生活の変化 (つわり、少量す
つ数回に分けて食べる)等で、
歯周病や虫歯になりやすい。

尋
・炎症でお腹の張りが引き起こさ

れ、早産や低出生体重児の出産

のリスクが高い (約 2～4倍)。

。血流が悪い
。細菌への抵抗力が低下している

・唾液の糖分がこがり、

細菌が増えやすい
。日の中が乾燥する
。炎症しやすい

‐
・炎症によって出てくる物質が

インスリンの働きを妨げて、

糖尿病の状態を悪イとする。

対

策

①甘いものはできるだけ避
けるようにしましょう。
②毎日仕上げ磨きをしまし
よつ。

③フッ素塗布も者慮しまし
よつ。

つわりで歯磨きができない場合

①匂いや味の少ない歯磨き粉を

選酌 、歯磨き粉なしで磨く。

②食後すぐにきちんとうがいを

敬 カスを残さない。

⑥安定期に入つたら、歯科受診を
しましょう。

お問い合わせ :読谷村役場 1階 健康推進課 a982-9211
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図書館長・ 図書館職員おすすめ本コーナー設置 !

4月より館内において館長・職員がおすすめする本のコーナーを設

置しました。館長は主に県内新間にて書評された沖縄本の中から、職

員は絵本、児童書、一般書などいろんなジャンルの中からおすすめの

一冊を2週間ごとに変えて紹介していきます。図書館へ来た際には、

ぜひ手に取つてご覧になつてくださいね。 子

館長おすすめ本コーナー 職員おすすめ本コーサー

声‐→

影

岬 図書館だより 露端 属訂1還a昴課
e★ 図書館から耳よりなお知らせ★ 鬱
4月 1日から、パソコンやスマートフォン、館内OPAC(検索用
端末)から、本の形約、貸出期間の延長ができるようになりました。
このサービスを利用するには、アヾスワードの登録が跡要になります。利
用者カードをお持ちの上、図書館カウンターまでお越しください。

①図書館まで行かなくても、貸出中の本の子′約ができます。
②返却期限内であれば1回限り、貸出期間をご自身で延長すること
ができます。(ただし、他の利用者の予約がない場合に限ります。)
③お気に入りの本を登録できる「マイ本棚」や読んだ本を記録する
「読書マラソン」など、読書を楽しむシステムの機能が充実。
④メールアドレスを登録すれば、図書館からの連絡をメールで受け
取れます。

パスワードを登録するとこんなイイことが !警

《6ガ売濯〃鱒 》
■ブックスタートおはなし会

集会室にて
【O歳～子t切児向け】 *第 司・3日曜日
☆6月 3日、17日 (日 )10時 30分～

■ビデオ上映会  集会室にて
【児重向け】*第 3土 ar日
☆6月 16日 (土)」 刊時～
上映作品
・「ろいちゃんのかげおくり」
・「七夕ものがたり」 叢
■おはなし会  おはなしの部屋にて
【児童向け〕  *第 2・ 4日曜日
☆6月 10日、24(日 ) 14時～

■おりがみ教室  集会窒にて
*第 2・ 4「ぽ岡
☆6月 9日 10時 30分～
講師 :山内 源徳氏
※23日 (土)は慰霊の日のため、お休みと
させていただきます。
※おりがみをご持参の上、

ご参加ください。

的

ダ

「慰置の日
【沖縄戦関連本特集・平和メツセープ展】
期間 :6月 刊日 (金)～22日 (金 )
場所 :1階フロアにて
【パネル展】
テーマ :チピチリガマから平和を考える
場所 :2,皆 集会室
期間 :6月 1日 (金)～ 16日 (上 )
場所 :2階 集会室

ぎご秘牌
よる綿
鞍

年後刊時30分～2時 SO分
場所 :2階 集会窒

図書館に新しく入つた本を紹介した「新着本リスト」を図書館・缶公民館・村内スーパー・コンピニ等で配布してお

霞 つけ 鯵 轟≦鯵 に
読谷村立学校給食調理場
台 982-8081

毎年 6月 は「食育月間」、毎月 19日 は「食育の日」

食育月間は、家庭・学校・地域・職場など社会全体で国民的な広がりをもっ

食育推進に取り組んでいくために設けられた、食育の強化月間です。

また、食育の日は、食育推進運動を継続的に展開し、食育の一層の定着を図るた

めの機会として、設けられました。

☆ 食 筋 り返 つ てみ ま ぜん 力
B?☆

O野菜を取り入れ、バランスの取れた食事を心がける

0早寝・早起きを習慣づけ、朝ごはんをきちんと食べる

O食べ物への感謝の気持ちを込めて、「いただきます」
「ごちそうさま」のあいさつをする

0正しい箸の持ち方や食器の並べ方を身に付ける

O地元産の食材を意識し、取り入れる

給食費は期限内に納めましょう。

縄
て 、

蘊

0    200  400  600   800  1000

給食生徒数 (教員含む)

銃 谷村には、三か所の
=周

理場があり、渡慶次調理場

では (喜名小・渡慶次小 )、 三売谷第二調理場では (読谷
4 ・ヽt読谷 中 )、 古堅調理場では (古堅小・古堅南小・古堅

中 )の給食を提供しています。

古堅中学校

読谷中学校

古竪南小学校

古堅小学校

喜名小学校

読谷小学校

渡慶次小学校
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平成 30年 3月 31日より、新たに大本、古堅の各工部地域で′ム`共下水道が使用できるようになりました。供
用開始区域にお住まいの海は、下水道法第10条により、速やかに下水道へ接続しなければなりません。
なお、本村では国からの交付金を利用した補助金制度を実施しています。詳しい内容につきましては、読谷村

役場施設整備課水環境整備係にお間しヽ合わせ下さしヽ。

鼈

補助金名 読谷村′ム`共下水道接続促進事業補助金 (ただし、新築は除く。)

■ 合併浄化槽からの切り替え工事は 5万円 (上限)
日 単独浄化槽からの切り替え工事は 10万円 (上限)

美しい海を會り、住みよしヽ生活環境づくりの為、公共下水道への接続にご協力下さい。

お間しヽ合わせ :読谷村役場 2階 施設整備課 水環境整備係 奮982-9221

藤

赤 :供用 P汗3始 区域

蕎 :既設供 Fl§ F井∃始

開始区域図

読谷村住宅
―
|ノフオーム支援事業実施のお知らせ

村民が村内の施工業者を利用して、既存住宅のリフォームエ事を行う場合に、その工事費の一部を補且llします。

◆補助対象  村内に住所登録があり、村税等や国民健康保険等 |こついて滞納んヾない方。
村内施工業者の施工により既存住宅のバリアフリーエ事や断熱工事、空き家の改修工事や住宅の

両」久性を向上させる改修工事等。

または県産材使用 |こよる模様替え・修繕を行うもの。

対象工事の工事資が 20万円以上 ()肖費税含ぬ )のもの。

※対象工事 |こついては、その他諸条件があります。読谷村ホームベープでもご確認いただlすます。

◆補all金額  補ロカ対象工事資 (消費税込み )の 20%で上限 20万円
◆申請手続き 申請書等を施設整備課窓□に提出してください。
※申請をするにあたり規定の要件やめ要書類があります、事前に施設整備課窓□までご相談下さい。

※申請は、工事契約を行う前 |こあ申込み下さい。既に着工の工事|よ 補ロノ勾対象外 となります。

◆申込期間  平成 30年 6月 1日 (金)～ 11月 30日 (金)
※補E力対象は平成 31年 1月 31日 (木)まで|こ 完ご報告ができる工事 です。

i:二:二.二二上生41i主
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擁
護
委
員

（村
出
身
）

第

６０
回
水
道
週
間
に
つ
い
て

水
道
課

　

　

ａ
９
８
２
‥
９
２
２
３

水
道
週
間
標
語

「
水
道
水
　
安
全
　
あ

い
し
い
　
金
メ
ダ
ル
」

水
道
週
間
は
、
水
道
の
仕
組
み
、
水

道
水
源
の
諸
現
況
、
水
道
事
業
の
現
状

や
課
題
、
節
水
や
飲
料
水
貯
水
槽
の
衛

生
管
理
の
重
要
性
等
Ｅ
つ
い
て
、
広
＜

村
民
の
理
解
こ
関
心
を
深
め
る
こ
と
Ｅ

よ
り
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境

の
改
善
を
図
り
、
併
せ
て
水
道
事
業
の

発
展
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
内
容

一水
道
機
材
や
パ
ネ
ル
展
示

期
　
間

一
６
月
１
日

（金
）

～
６
月
７
日

（本
）

場
　
所

【役
場
１
階
村
民
ホ
ー
ル

②
内
容

一独
居
老
人
等
水
道
施
設
点
検

期
　
日

６̈
月
６
日

（水
）

場
　
所

一村
内

消
費
生
活
相
談
の
あ
知
ら
せ

商
工
観
光
課

ａ
９
８
２
１
９
２
１
６

架
空
請
求
、
マ
ル
チ
商
法
、
訪
間
販

売
な
ど
消
費
者
間
題
は
非
常
に
多
岐
Ｅ

わ
た
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
あ
か
し

い
な
こ
感
じ
た
場
合
は
、
あ
気
軽
Ｅ
ご

相
談
＜
だ
さ
い
。

相
談
日

毎̈
週
水
曜
日

時
　
間
約
時
～

１６
時

（杷
時
～

１３
時

除
＜
）

場
　
所

一役
場
１
階
福
祉
課
前
相
談
室

B一受
付
方
法
【相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

子
育
て
サ
ロ
ン
の
あ
知
ら
せ

生
涯
学
習
課
　
盗
９
８
２
１
９
２
３
１

読
谷
村
家
庭
教
育
支
援
事
業
で
は
、

０
歳
～
５
歳
児
の
親
子
を
対
象
に

「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
育

て
中
の
親
子
が
気
軽
に
サ
ロ

ン
を
利
用
し
、
支
援
チ
ー
ム
と
子
育

て
の
悩
み
や
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
で
、

心
を
癒
し
子
育

て
に
楽
し
く
向
き
合

え
る
よ
う
遊
び
、
交
流
、
学
習
の
場

と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
あ
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

開
催
日

【毎
月
第
２

・
４
木
躍
日

（
４０
時
～

１２
時
）

場
　
所

一読
谷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

参
加
費

【無
料

あ
申
し
込
み
は
否
要
で
す
。
当
日

「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
へ
あ
越
し
＜
だ
さ
い
。

国

・
県
等
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成

３０
年
度
慰
霊
巡
拝
の
実
施
に
つ

い
て
　
■

沖
縄
県
　
子
ど
も
生
活
福
祉
部

援
護

。
男
女
参
画
課
ａ
８
６
６
１
２
５
０
０

厚
生
労
働
省
に
あ
い
て
、
平
成

年
度
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て
の
参
加
者

募
集
し
て
い
ま
す
。

と
は
、
輸
没
者
の
配
偶
者
、
子
、
兄
弟

姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
、
兄
弟
姉
妹
）

の
配
偶
者
、
戦
没
者
の
孫
〔
勒
没
者
の
甥
、

姪
を
対
象
と
し
て
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

沖
縄
県
子
ど
も
生
活
福
祉
部
平
和
援
護

・

男
女
参
画
課
ま
で
あ
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

放
送
大
学
　
１０
月
生
募
集
の
あ
知
ら
せ

放
送
大
学
　
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

ａ
８
９
５
１
５
９
５
２

放
送
大
学
は
、
平
成

３０
年
度

個
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１０

代
か
ら

９０

代

の
幅
広

い
世
代

約
９
万
人

の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
挙
ん
で
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ブ
オ
で
授
業
を
行

っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を

イ

ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
で
好
き
な
と
き
に

受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
ヴ
。

心
理
単

・
福
祉

・
経
済

・
歴
史

・

文
学

・
情
報

。
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
０
目
つ
ら
学
ｄ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

あ
気
軽
Ｅ
放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ツ



広0

一
Ⅲ

―)

タ
ー
ま

で
ご
請
求
＜
だ
さ
い
。
放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
プ

で
も
受
け
付
け

て
あ
り
茨
す
。

出
願
期
間

第
１
回

８̈
月

３‐
日

（金
）

第
２
回

】９
月

２０
日

（本
）

平
成

２９
年
度

【
８
月
開
請
】
障
害
者

委
託
訓
練
生
募
集

目
奎
０
川
職
業
能
力
開
発
校

ａ
９
７
３
１
６
６
８
０

知
識

・
技
能
取
得
訓
練

コ
ー
ス

就̈

職
に
必
要
な
知
識

・
技
能

の
習
得
を

図
る
た
め
、
民
間
教
育
訓
練
機
関
、

社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
を

委
託
先
と
し
て
座
単
及
び
実
技
に
よ

る
集
合
訓
練
を
実
施
す
る
コ
ー
訳
。

募
集
期
間

中６
月
１
日

（金
）
～
６
月

２９
日

（金
）

コ
ー
ス
電

一Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養

成
科
定
　
　
］昇
１０
筈

訓
練
期
間

中８
月
１
日
～

１０
月

３‐
日

の
３
ヶ
月
間

募
集
対
象

一身
体

（車
い
す
可
）
、
聴

覚

（
□
話
で
理
解
で
き
る
方
）
、
知
的
、

精
神
、
発
達
、
そ
の
他

（高
次
脳
機

能
障
害
、
難
病
等
）

訓
練
場
所

中沖
縄
市

委

託

先

一有
限
会
社
ビ
ー
ン
ズ

※
受
講
料
無
料

（
但
し
、

テ
キ
ス
ト
、

検
定
料
、
保
険
料
等
は
自
己
負
担
）

※
詳
し
く
は
具
志
川
職
業
能
力
開
発

校
へ
あ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
然
と
ふ
れ
あ
う
家
族
の
集
い

「
親
子

で
野
外
料
理
に
挑
戦
し
よ
う
」

県
立
石
川
青
少
年
の
家

ａ
９
６
４
１
３
２
６
３

日
　
　
時

一７
月

料
日

（土
）
～

朽
日

（
日
）

募
集
人
数

中１０
組
程
度

（小
学
生
以
上

の
家
族
）

参
加
費
用

一２
，
０００
円
／
１
人

一受
付
期
間

中
７
月
３
日

（来
）
～

個
日

（火
）

申
込
方
法

”電
話
に
て
あ
申
し
込
み

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は
石
川
青

少
年
の
家
へ
あ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
工
芸
価
値
創
造
塾
」
受
請
生
募
集

の

あ
知
ら
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
工
芸
産
業
協
働
セ
ン

タ
ｌ
　
　
　
　
ａ
９
９
６
１
２
９
７
５

工
芸
従
事
者
が
、
自
発
的
に
発
案
、
企

画
し
、
製
品
開
発
、
展
示
発
表
を
進
め
て

い
く

「
セ
ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
カ
」
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
人
材
育
成
事
業
で
す
。

説
明
会
日
程

一
６
月
６
日

（水
）
、
６
月

愕
日

（水
）

朽
時

説
明
会
場
所

【瀬
縄
県
工
云
振
興
セ
ン
タ

ー
講
堂

（南
風
原
町
照
屋

２‐３
番
地
２
階
）

※
説
明
会
申
込
は
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
説
明
会
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

★
ｏ
ｃ
Ｑ
α
ズω
①
Ｊ
一⑥
Ｑ
ヨ
堂
一わ
ｏ
ヨ

応
募
期
間

一
５
月

２‐
日

（月
）
～
６
月

２２
日

（金
）

応
募
資
格

∵

個
人
応
募

（グ
ル
ー
プ

応
募
可
）
。
沖
縄
県
内
で
工
云
に
従
事

し
て
い
る
者

（染
、
織
、
漆
、
本
工
、

革
縫
製
、
金
細
工
、
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
、

三
線
な
ど
）
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
全

て
に
参
加
可
能
な
者

（交
通
費
は
自
己

負
担
）
。
事
業
終
了
後
も
状
況
報
告
な

ど
の
協
力
が
出
来
る
者

・
説
明
会
へ
参

加
必
須

（説
明
会
に
参
加
が
難
し
い
場

合
は
、
個
別
対
応
も
可
能
）

奮 982‐ 9290

嘉手納警察晉

管内における刑法犯認知件数
▼ (平成30年 4月末現在)

| あ りが と う ご ざ い ま し た  .
～読谷村への寄付～           奮982-9200
◆一般寄付として
森岡齋四郎様 5千万円

～読谷村育英会への寄付～         奮982-9228
◆一般寄付として
株式会社 HeaHy様  読谷村字喜名458番地3-1万 円
◆香典返しとして
石嶺 伝勇様(故 :ツル様) 字喜名
～地域福祉振興基金への寄付～

50万円

10万円
50万円

◆香典返しとして
松田 直子様(故 :正隆様)一―字高志保 5万円

～文化振興基金への寄付～         金958‐ 3141
Kiroro様 (玉城千春様、金ナ成綾乃様)       50万 円
読谷村管工事業協同組合様 波平2154番地1-20万 円
～社会福祉協議会への寄付～        盗958-2939
◆香典返しとして
親盛ヒロ子様(故 :英文様)一―字長浜
石嶺 伝勇様(故 :ツル様)一―字喜名
3月 23日、読谷村管工事業協

同組合より読谷村文化振興基金
へ寄付がありました。御厚志に

感謝します。

L躍0勇イ
`占

けたた
誘谷村からのあ矢15せ
毎週 月～金醒日
9:55-10:00

ゆ
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動

推
進
中
！

ニライ消防本部

救急出場及び火災・教助発生件数
▼救急出場件数 (平成30年 4月中)

▼4月 火災発生件数   4件
▼4月 一般救助発生件数 1件
▼4月 風水害発生件数  0件

項 目
平成30年 平成29年 増 減

(3月末) (3月末) (件数)

凶悪犯1殺人、強盗等〕 0 0 0

粗暴犯(暴行、傷害等Ⅲ 4 6 -2

窃盗犯 -5

9 8 4

0 7 -7

9 8 4

0

知能犯(詐欺、横領等) 6 2 4

風俗犯r強制わいせつ等Ⅲ 0 0 0

その他1器物4譲、住居侵入等| 11 7 4

全刑法犯(4月計) 1

種別
読谷村 嘉手納町北谷町

火  災 0 0 0

自然災害 0 0 0

水  難 0 0 4

交  通 12 2 8

労  災 1 1 4

運動競技 2 1 0

一般負傷 14 7

加  害 0 0 2

自損行為 0 0 1

急  病 86 42 78

転  院 8 2 5

その他 0 0 0

不搬送 6 13

月  計 144 126

平成30年累計 687 274 565

自転車の盗難が連続発生しています!

O自転車lよツーロックの徹底、ワイヤーロックlよ固定物に力Wする!

O自転車盗難の被害者は大半が中学生・高校生です|

自転車を盗まれないために対策をしましょう||
※不審な人を見かけた場合は

嘉手納警察署(a956・ l114⑪ まで通報下さtゝ

FMよみたんで、嘉手納警察署の広報番組を放送中 !

兵翌歩環F鶏転澄基墨象ゆいラジオ脚豹



軸
跨
￥
静
お

平成 30好虜 諾谷柑旅課後子ごも軟室

力たが電腐塀屈す嘲摩 霧認簾η駒/
【安全見守とI隊・学習支援7ドパイギーⅢ

I毎週同暇卜識平わたlぎく広場…熊甲公民館(5/7開僚)

・喜名わたlぎく広場…喜名公民館(5/14開僚)

・太本わたlずく広場…六本
′
A｀民館(5/2!開僚)

〔毎週小曜卜横田わたlぎく広場…横田集会師(b/b開僚)

I毎週金曜卜宇座わたlぎく広場…宇慶公民館(5/‖ 開僚)

・停良曽わたばく広囁※…仰良曽
′ム
｀
民館(5/25開機)

IR～金〕・太訴わたlぎく広場…六藤公民館

お間い合わせ :読谷村教育委員会 生涯学習課 奮982-9231

か 去
働

義谷■

斉

k口 川

,)丸

,し 1情州

読谷村公式ホームページ
http:〃 www vi‖ yomitan okinawa lp/
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わたIぴく広場こ勝?

～地域の大Aお1見守る中、子どもたちの育与あいの場を～
週に1回 (大添は週 5回)地頭の拠点である公民館等を活用し、放課後の子ども達が、自由に過ごせる場所を提

供しています。また、異年齢交流・世代間交流や、人と人がつながりあう地域づ<りを目指して取り組んでいます。

紫今年虐占ι!ス守―卜′

見守ιI隊について

安全見守り隊&学習支援アドバイザー (通称見守り隊)は、地域の大人であればどなたでも登録でき、放課

後公民館 |こやって<る子ども達の見守りや話し相手、体験活動等のサポートをしています。

毎回はちよっと…という方でも、当番制ですので、月 1回～など無理のない範囲で行えます。

また、子ども達への体験活動のアイデアや、遊びやヌポーツ、しま<こうばなど教えて下さる方も大歓迎です !

大人も子どもも安心して共 |こ育ちあえるような、のびのびこ過ごせる場を、一緒 |こ作っていきませんか ?

・遊異は、大縄とび。相棋・オセロ・剣玉・トランプやuno、 折り紙、バドミントン、ドツチビーなど用意しています。

,その他、敬老の日やクリスマスなど季節のイベツトの工作や地動の人々との交流会や、創理教室、水の安全教室、自転

車マナー教室、ウミガメ講習会などの開催や、人気のドッチビー大会やまなびフェスタヘの参加など、年間を通して学び、

楽しんでいます。

→か《主な流れ》 (※―例です)

活動内容 :週に1回 (大添′ム`民館は5回 )、 地域の公民館で児童らの活動の

見會りと安全管理、学習面の手伝い、遊びやおしゃべりの相手など。

:平成 30年 5月頃～平成 31年 3月頃まで (随時募集)
:午後3時～午後5時までの2時間程度
:村内在住の18歳以上の方
:1回 (2時間)につき1,030円
:「スポーツ安全保[寅」に安全見守り隊の方プマは

′ム`費にて加入。

間

間

者

酬

者

象

期

時

対

報

備

人口 :40,757(+49)

男 :20,106(+7)
女 :20,651(+42)

出生 〔26〕  転入 〔201〕
死亡 〔16〕  転出 〔162〕
世帯 :15,733(+59)

外国人登録者数

人口 :618 世帯 :463
( )内 は前月比

た

巖

ЛF

ユタサアル フンシ

ゆたさある 嵐′ト
マサル  テムグクル

優る機
サチフク〕レ ハナヤ

咲き誇る丈化や
ガンジュウヌ   ンマ

健康の村■11昔 末

,十〕

併

Ⅷ


